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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月22日(2019.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロファイル生成器と、
　前記プロファイル生成器からプロファイル信号を受信するように構成されたエンコーダ
と、
　超音波センサの出力を表す入力信号を受信するように構成され、且つ前記エンコーダか
ら制御信号を受信するために前記エンコーダに結合された減衰器であって、複数のバイナ
リ減衰ステージを含み、前記入力信号の減衰されたバージョンである出力信号を生成する
ように構成される、減衰器と、
　０ｄＢより大きいゲインを有する固定ゲイン増幅器であって、前記減衰器から前記出力
信号を受信し、且つ前記出力信号を増幅するように構成される、固定ゲイン増幅器と、
　を備える超音波装置。
【請求項２】
　前記プロファイル生成器は、目標減衰プロファイルを提供する、請求項１に記載の超音
波装置。
【請求項３】
　前記複数のバイナリ減衰ステージのそれぞれは、約０．２ｄＢの減衰を提供する、請求
項１に記載の超音波装置。
【請求項４】
　前記複数のバイナリ減衰ステージのそれぞれは、少なくとも１つの相補型スイッチを含
む、請求項１に記載の超音波装置。
【請求項５】
　前記複数のバイナリ減衰ステージのそれぞれは、片側接地である、請求項１に記載の超
音波装置。
【請求項６】
　前記複数のバイナリ減衰ステージのそれぞれは、差動式である、請求項１に記載の超音
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波装置。
【請求項７】
　前記複数のバイナリ減衰ステージは、並列に接続されて前記減衰器を形成する、請求項
１に記載の超音波装置。
【請求項８】
　前記複数のバイナリ減衰ステージは、直列に接続されて前記減衰器を形成する、請求項
１に記載の超音波装置。
【請求項９】
　前記複数のバイナリ減衰ステージは、直列及び並列に接続されて前記減衰器を形成する
、請求項１に記載の超音波装置。
【請求項１０】
　プロファイル生成器と、
　前記プロファイル生成器からプロファイルを受信するように構成されたエンコーダと、
　超音波センサの出力を表す入力信号を受信するように構成され、且つ前記エンコーダか
ら制御信号を受信するために前記エンコーダに結合された減衰器であって、複数のステー
ジを含み、前記複数のステージにおける各ステージは、所定の減衰を有し、入力信号の減
衰されたバージョンである減衰された出力信号を生成するように構成される、減衰器と、
　０ｄＢより大きいゲインを有する固定ゲイン増幅器であって、前記減衰器から前記出力
信号を受信し、且つ前記出力信号を増幅するように構成される、固定ゲイン増幅器と、
　を備える超音波装置。
【請求項１１】
　前記プロファイル生成器は、目標減衰プロファイルを提供する、請求項１０に記載の超
音波装置。
【請求項１２】
　前記複数のステージのそれぞれは、約０．２ｄＢの減衰を提供する、請求項１０に記載
の超音波装置。
【請求項１３】
　前記複数のステージのそれぞれは、少なくとも１つの相補型スイッチを含む、請求項１
０に記載の超音波装置。
【請求項１４】
　前記複数のステージのそれぞれは、片側接地である、請求項１０に記載の超音波装置。
【請求項１５】
　前記複数のステージのそれぞれは、差動式である、請求項１０に記載の超音波装置。
【請求項１６】
　前記複数のステージは、並列に接続されて前記減衰器を形成する、請求項１０に記載の
超音波装置。
【請求項１７】
　前記複数のステージは、直列に接続されて前記減衰器を形成する、請求項１０に記載の
超音波装置。
【請求項１８】
　前記複数のステージは、直列及び並列に接続されて前記減衰器を形成する、請求項１０
に記載の超音波装置。
【請求項１９】
　前記固定ゲイン増幅器は、約１ｄＢと１００ｄＢとの間のゲインを有する、請求項１に
記載の超音波装置。
【請求項２０】
　前記減衰器及び前記固定ゲイン増幅器は、前記入力信号について時間ゲイン補償を実行
するように構成されている、請求項１に記載の超音波装置。
【請求項２１】
　前記固定ゲイン増幅器は、約１ｄＢと１００ｄＢとの間のゲインを有する、請求項１０
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に記載の超音波装置。
【請求項２２】
　前記減衰器及び前記固定ゲイン増幅器は、前記入力信号について時間ゲイン補償を実行
するように構成されている、請求項１０に記載の超音波装置。
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摘要(译)

轮廓发生器，配置为从轮廓发生器接收轮廓信号的编码器以及配置为接
收代表超声传感器输出的信号并从编码器接收控制信号的编码器。 一种
组合衰减器，该衰减器包括多个衰减级，该衰减器被配置为产生输出信
号，该输出信号是输入信号的衰减版本。
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